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 巻頭言 
 
超音速飛行に向けた基盤研究促進と活溌な共同研究の実施 
センター長 東野和幸 
  
平成２６年度より，棚次亘弘前センター長から本職務を引き継ぎしましたのでよろしくお願いしま
す． 
平成２５年度は特別経費（プロジェクト分）から一般経費へ組替えられた２年目の年度です．一定
期間（最低３年間）は，当初計画どおり事業が進捗しているかを把握するため，通常の特別経費と
同様に，事業の進捗状況の報告が求められています． 
本学は研究活動の更なる向上を図るため，研究の実施体制や研究成果等について平成２４年
度に自己点検・評価を行い，さらに学外有識者からの評価を受けました．評価の概要は年次報告
書に記載しました．航空宇宙システム工学分野は本学のミッションの再定義にあげられ，さらに平
成２７年度までの大学の第２期中期目標期間においても重点研究分野になっています． 
航空宇宙は高度なシステム工学の象徴であり，主要な構成要素である機体，エンジン，誘導制
御（データ伝送を含む）そして飛行力学の間でシステム整合性を図る必要があります．また，この高
度なシステムを安全に効率よく実験するための運用や関係する法規についても検討中です． 
機体については，本格的な超音速飛行試験が可能な「オオワシ２」の概念設計を行い，実物大
のモックアップを製作しました．これを用いて，搭載機器の配置やメンテナンス性等の検討し，離着
陸時の荷重や衝撃に対応する脚についても検討をしています． 
超音速飛行を行うためのエンジンとして，小型で大推力を発生するエアーターボラムジェットエン
ジン（GG-ATR）のコンポーネント設計製造を進め，ファンやタービン等いわゆる回転系について部
品製造を完了し，動バランスをとり，組立を完了しています．また，ラム燃焼器やＧＧの高温部分の
設計検討を継続中です． 
２０１１年度に実施しました「オオワシ１」の飛行試験の結果，低速飛行時の操縦の難しさを再認
識しましたので，オンボードコンピューターによる全自動操縦を行うための誘導制御の研究を進行
中です．飛行力学の観点からは飛行に必要な空力制御について風洞試験や解析により制御能力
を高める工夫を進めています． 
大型試験設備の高速走行軌道試験設備については，民間企業との共同研究で本格的な運用
段階に入り，航空宇宙機に搭載する機器の高耐G試験や高速空気力学実験ができます．また，他
大学とは共同研究で先端エンジンによるサブサイズ軌道による走行実験も継続しており推進系の
立証装置としての役割が増しています．このことは飛行試験を行わないで，地上で繰り返し，安全
に試験ができ，開発コストの低減や開発期間の短縮に繋がります．超音速風洞においてもインテ
ークの基礎実験をＪＡＸＡ殿や大学と共同研究を実施しました．今後，需要がさらに増加する見込
みです． 
 以上のようなプロジェクト研究には，クリーン推進燃料，飛行制御，空力制御，構造解析等に関
する基盤技術の研究も含めて進めています．推進燃料に関する研究では，アルミニウムと水を触
媒を介して高圧水素をを発生させられることを実験によって確認し，小型衛星用推進装置への適
用の観点からＪＡＸＡ殿との共同研究を進めています．また，学外設備の白老エンジン実験場にて
民間企業と新規ロケットエンジン基礎燃焼実験等の共同研究を継続して進めています．これら基
盤技術研究の詳細についても本報告書の各項を参照してください．本研究センターの研究開発の
進捗状況や組織および試験設備等の詳細については，本学ホームページの「航空宇宙機システ
ム研究センター」の項を参照ください． （http://www.muroran-it.ac.jp/aprec/） 
 
